
あ
と
が
き

　
摂
津
と
播
磨
の
旧
幕
領
を
中
心
に
、
小
さ
な
第
一
次
兵
庫
県
が
生
ま
れ
た
の
は
、
慶
応
四
年
五
月
二
十
三
日
（
一
八
六
八
年

七
月
十
二
日
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
同
年
九
月
の
明
治
改
元
に
四
ヶ
月
先
立
ち
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
の
廃
藩
置

県
よ
り
三
年
も
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
小
さ
な
県
が
、
五
国
の
広
が
り
を
も
つ
現
在
の
兵
庫
県
の
か
た
ち
に
転
ず
る
の
は
、

一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
の
大
合
併
を
通
し
て
で
あ
っ
た
（『
兵
庫
県
史
～
こ
の
五
十
年
の
歩
み
』
第
一
巻
序
参
照
）。

　
兵
庫
県
は
、
最
初
の
県
誕
生
か
ら
百
年
を
期
し
て
、
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年
に
『
兵
庫
県
百
年
史
』
を
刊
行
し
た
。

そ
こ
に
は
、
世
界
へ
の
玄
関
港
・
神
戸
を
擁
す
る
雄
県
兵
庫
が
近
代
化
の
道
を
歩
み
な
が
ら
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
一

九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
に
は
米
軍
の
空
襲
に
よ
り
都
市
部
が
壊
滅
的
打
撃
を
蒙
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
敗
戦
と
占
領
を
経
て
、

民
主
化
改
革
と
高
度
経
済
成
長
の
時
代
へ
と
突
き
進
む
に
至
っ
た
戦
後
の
わ
が
県
の
諸
相
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
は
兵
庫
県
誕
生
か
ら
百
五
十
年
で
あ
る
。
そ
れ
を
期
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
「
県
政
百
五
十
周
年
記

念
事
業
」
が
企
画
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
先
の
百
年
史
に
五
十
年
史
を
書
き
加
え
、
百
五
十
年
の
県
史
を
完
成
す
る
こ

と
が
企
図
さ
れ
た
。
当
時
の
井
戸
敏
三
知
事
が
こ
れ
を
発
議
し
た
の
は
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
の
こ
と
で
あ
り
、
四
月

に
県
史
編
纂
室
が
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
二
一
世
紀
研
究
機
構
に
設
置
さ
れ
、十
二
月
六
日
に
は
第
一
回
の
県
史
編
纂
委
員
会（
五

百
旗
頭
真
委
員
長
・
御
厨
貴
副
委
員
長
と
九
名
の
委
員
・
三
名
の
顧
問
）
が
開
催
さ
れ
全
体
方
針
を
検
討
し
た
。
同
時
に
実
務
を
担
う
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県
史
編
集
会
議
（
御
厨
座
長
・
福
永
文
夫
副
座
長
と
十
三
名
の
委
員
）
も
開
催
さ
れ
、
各
分
野
の
執
筆
者
や
担
当
分
野
の
割
り
振
り

等
を
検
討
し
た
（
メ
ン
バ
ー
構
成
に
つ
い
て
は
巻
末
資
料
参
照
）。

　
検
討
を
重
ね
る
中
で
、「
こ
の
五
十
年
」
は
、
先
立
つ
百
年
史
の
半
分
の
期
間
に
過
ぎ
な
い
が
、
内
容
は
豊
富
に
し
て
重
要

で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
。
高
度
成
長
と
そ
の
ひ
ず
み
に
対
応
す
る
県
政
の
展
開
を
前
半
の
二
巻
と
し
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
の
勃
発
と
応
急
対
処
・
復
旧
及
び
創
造
的
復
興
、
そ
れ
に
続
く
行
財
政
改
革
と
平
常
へ
の
復
帰
の
時
代
を
後
半
の
二
巻
、
計

四
巻
と
し
て
刊
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
自
治
体
史
の
通
例
で
は
各
時
代
ご
と
に
執
筆
者
を
置
く
が
、
本
書
で
は
行
政
、
経
済
、
文
化
な
ど
の
各
分
野
ご
と
に
二
十
九

名
の
執
筆
者
を
定
め
、
そ
の
人
が
原
則
と
し
て
四
巻
を
通
し
て
そ
の
分
野
を
書
き
通
す
方
針
を
と
っ
た
。
四
巻
は
時
代
区
分
に

依
拠
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
は
タ
テ
糸
と
し
て
整
合
性
を
持
つ
記
述
が
望
ま
し
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り

各
巻
毎
に
読
め
ば
そ
の
時
代
が
分
か
り
、
分
野
別
に
タ
テ
に
読
め
ば
そ
の
分
野
の
五
十
年
史
と
な
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

　
各
専
門
分
野
を
超
え
る
県
史
の
全
体
像
を
理
解
す
る
一
助
と
し
て
、
長
く
こ
の
県
に
寄
り
添
っ
て
こ
ら
れ
た
新
野
幸
次
郎
顧

問
に
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
二
月
、
ま
た
五
国
の
広
が
り
に
つ
い
て
は
井
戸
顧
問
に
二
〇
一
九
（
平
成
三
十
一
）
年
四
月
に
、

そ
れ
ぞ
れ
講
義
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
執
筆
者
に
は
必
要
な
県
の
資
料
を
提
供
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
。

　
多
数
の
執
筆
者
に
よ
る
大
き
な
出
版
は
、
予
想
以
上
に
時
間
が
か
か
る
の
が
常
で
あ
る
。
加
え
て
、
本
出
版
の
場
合
、
運
悪

く
執
筆
活
動
が
本
格
化
す
べ
き
二
〇
二
〇
年
初
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
が
猛
威
を
振
る
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
活
動
は
休
止
も
し
く
は
鈍

化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
そ
れ
で
も
、
編
纂
委
員
会
の
立
ち
上
げ
か
ら
五
年
を
経
て
、
二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年
度
末
に
よ
う
や
く
第
一
巻
と
二
巻
、

そ
の
一
年
後
に
は
第
三
巻
と
四
巻
の
、
全
巻
発
刊
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
遅
れ
な
が
ら
も
完
成
に
至
っ
た
こ
と
は
、
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も
と
よ
り
各
執
筆
者
の
責
任
感
と
力
量
の
お
陰
で
あ
る
が
、
全
体
監
修
の
労
を
と
ら
れ
た
福
永
文
夫
教
授
の
不
屈
の
意
志
と
、

白
井
重
孝
、
白
石
豊
両
室
長
を
は
じ
め
と
す
る
県
史
編
纂
室
事
務
局
の
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
尽
力
が
大
き
か
っ
た
と
思
う
。

　
一
般
に
多
く
の
自
治
体
史
は
不
偏
不
党
、
客
観
的
中
立
性
の
た
て
ま
え
か
ら
、
解
釈
や
意
味
づ
け
を
欠
い
た
具
体
的
事
象
の

盛
り
合
わ
せ
に
傾
き
が
ち
で
あ
る
。
正
確
な
実
証
的
記
述
の
重
要
性
は
い
く
ら
強
調
し
て
も
し
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
が
、
か
と

言
っ
て
意
味
づ
け
を
欠
い
た
断
片
的
事
実
の
つ
ぎ
合
わ
せ
で
は
歴
史
の
名
に
値
し
な
い
。
困
難
な
状
況
の
中
で
、
県
と
県
民
は

ど
う
生
き
て
き
た
の
か
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
な
県
史
で
あ
り
た
い
。
何
故
、
ど
ん
な
意
図
と
事
情
か
ら
、
県
独
自
の
姿
が
形

成
さ
れ
た
の
か
を
説
き
明
か
す
県
史
で
あ
り
た
い
。
多
数
の
執
筆
者
か
ら
成
る
公
的
県
史
が
過
度
に
個
性
的
な
歴
史
解
釈
に
傾

く
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
あ
る
が
、
個
々
の
事
象
を
超
え
て
五
十
年
も
し
く
は
百
五
十
年
の
兵
庫
県
史
が
日
本
史
全
体
の
中
で
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
に
つ
い
て
、
こ
の
出
版
を
基
に
議
論
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
そ
の
観
点
か
ら
、
日
本
を
代
表
す
る
政
治
史
家
の
御
厨
県
史
編
集
会
議
座
長
が
巻
末
総
括
の
一
文
に
お
い
て
、
こ
の
五
十
年

を
「
起
承
転
結
」
型
の
展
開
と
し
て
全
体
的
に
論
じ
ら
れ
た
こ
と
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
五
国
か
ら
成
る
本
県
の
地
域
的
多
様

性
を
、
県
全
体
の
創
造
力
と
関
連
づ
け
る
見
方
も
示
唆
に
富
む
。

　
こ
う
し
て
県
史
を
振
り
返
る
中
で
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
兵
庫
県
は
、
神
戸
港
の
両
側
、
阪
神
と
播
磨
の

臨
海
に
重
化
学
工
業
群
を
立
地
さ
せ
、
戦
後
日
本
の
高
度
経
済
成
長
推
進
軸
の
一
翼
を
担
っ
た
。
そ
れ
で
い
て
県
は
高
度
成
長

の
ひ
ず
み
を
い
ち
早
く
認
識
し
、
全
国
に
先
が
け
て
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
公
害
対
処
の
施
策
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
全
県

に
緑
の
回
廊
を
め
ぐ
ら
し
、
県
民
緑
税
の
創
設
を
あ
え
て
し
て
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
育
成
し
、
心
豊
か
な
県
民
生
活
の

土
台
と
し
た
。
福
祉
の
充
実
に
も
独
自
の
教
育
に
も
力
を
注
い
だ
。
わ
が
県
が
住
民
尊
重
の
基
本
を
見
失
っ
た
こ
と
は
な
か
っ

た
と
思
う
。
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人
間
尊
重
を
一
方
の
土
台
と
し
つ
つ
、
先
端
的
な
も
の
・
偉
大
な
も
の
へ
の
憧
れ
が
止
ま
な
い
の
も
こ
の
県
の
伝
統
で
あ
る
。

一
九
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
後
の
急
速
な
円
高
不
況
に
よ
り
兵
庫
の
誇
る
臨
海
工
業
群
が
危
機
に
陥
っ
た
際
、
打
開
策
と
し
て

打
ち
出
し
た
の
が
「
科
学
技
術
立
県
」
で
あ
っ
た
。
重
厚
長
大
の
既
存
産
業
群
に
先
端
科
学
技
術
と
い
う
付
加
価
値
を
結
び
つ

け
る
こ
と
で
危
機
を
し
の
ぎ
つ
つ
新
時
代
を
切
り
開
き
、
今
日
の
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

−

８
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
富
岳
」、

さ
ら
に
は
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
本
県
を
生
み
出
し
た
。

　
何
よ
り
も
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
へ
の
対
応
に
、
兵
庫
県
ら
し
さ
が
示
さ
れ
た
と
思
う
。
多
く
の
場
合
、
大
災
害
の
被
災
地

は
復
旧
も
思
う
に
任
せ
ず
苦
し
む
も
の
で
あ
る
。
な
の
に
兵
庫
県
は
、
上
記
御
厨
文
に
あ
る
よ
う
に
創
造
的
復
興
を
掲
げ
て
、

い
く
つ
か
の
事
業
を
実
ら
せ
た
。
さ
ら
に
、
一
三
七
万
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
湧
き
出
た
こ
と
を
受
け
、
三
年
後
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

と
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
二
つ
の
立
法
の
成
立
を
得
て
、
民
が
官
と
と
も
に
公
共
性
を
担
う
「
参
画
と
協
働
」
時
代
の
創

出
に
向
け
て
全
国
を
リ
ー
ド
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
伝
統
を
築
い
て
き
た
県
の
先
人
た
ち
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
長
引
い
た
我
々
の
作
業
を
見
守
り
、
最
後
ま

で
支
援
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
井
戸
敏
三
、
齋
藤
元
彦
二
代
の
知
事
に
わ
た
る
県
に
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
　
令
和
六
年
三
月

�

兵
庫
県
史
編
纂
委
員
会
委
員
長　

五
百
旗
頭　
真

＊
五
百
旗
頭
真
先
生
は「
あ
と
が
き
」を
成
稿
さ
れ
た
令
和
六
年
三
月
六
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
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